
（ 宛 先 ） 姫  路  市  長

氏  名  （名称及び代表者）  

電  話

電子メール

担当者氏名 網干　建男

   特定建設作業・工事を実施するので、

 の規定により、次のとおり届け出ます。

作  業  終  了 作   業   日

１７時 日曜・祝日を除く

079-221-1234

特定建設作業 ・ 工事実施届出書
        年        月        日     

届出者  住  所    〒670-0000

姫路市安田四丁目1番地

　　　　　　〇〇建設株式会社
　　　　　　代表取締役　姫路建一

xxx@ooo.com

騒音規制法 ・ 振動規制法第１４条第１項（第２項）

環境の保全と創造に関する条例第５９条第１項（第２項）

姫路市公害防止条例第３５条

建 設 工 事 の 名 称 　姫路市〇〇会館　改築工事

建設工事の目的に係る施設又は工作物の
種類

　（解体）鉄筋造　地上3階
　（新築）鉄骨造　地上6階地下1階

建 築 物 等 の 解 体 ・ 改 修 工 事 の 有 無  解体有　　・　　改修有　　・　　無　　　（該当するものを○で囲む）

　解体・改修する建築物等の概要
　（解体有・改修有の場合、右欄に記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1

 解体・改修する部分の延床面積 　840　㎡

 解体・改修する建築物等の建築年 昭和48　年

　石綿（アスベスト）の有無
　（解体有・改修有の場合、右欄に記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2

 【大気汚染防止法届出対象 石綿含有建材】　

　有
  　吹付け石綿　　　　　　石綿含有保温材
　　石綿含有断熱材　　  　石綿含有耐火被覆材

　無

 【環境の保全と創造に関する条例届出対象 石綿含有建材】

　有
　　石綿含有成形板（スレート・石膏ボード・Pタイル等）
　　石綿含有仕上塗材　　　石綿含有下地調整材
 　 その他

　無

特 定 建 設 作 業 ・ 工 事 の 種 類 別         紙         の         と         お         り

特定建設作業 ・工事に使用される機械の
名称、 型式及び仕様

別         紙         の         と         お         り

特 定 建 設 作 業 ・ 工 事 の 場 所 　姫路市○○町○丁目○○番地

特 定 建 設 作 業 ・ 工 事 の 実 施 期 間        　○年　　○月　　○日 ～  　○年　　○月　　○日 （　○○　日）

特定建設作業・工事の開始及び終了時間
作  業  開  始 実  働  時  間

８時 ８時間

騒 音 ・ 振 動 の 防 止 方 法 別         紙         の         と         お         り

発 注 者 の 氏 名 及 び 住 所 等
法 人 に あ っ て は 代 表 者 氏 名

　姫路市安田四丁目1番地

　姫路市　○○○○課　○○ 電話　　221-1111

 ＊この様式のほか、付近見取り図及び作業工程表をつけてください。

　広畑　建三

届出者の現場責任者の氏名及び連絡場所
電話　　○○○-○○○○

下請負人が特定建設作業 ・工事を実施す
る場合は、当該下請負人の氏名又は名称
及び住所等並びに法人にあっては、その
代表者の氏名

　姫路市本町○○
　○○土木

電話　　○○○-○○○○

　安田　建二

下請負人が特定建設作業 ・工事を実施す
る場合は、当該下請負人の現場責任者名
及び連絡場所

　飾磨　建太

電話　　○○○-○○○○

記入例 届出日を記入

該当する法令すべて

に○をつける

工事全体の名称

工事目的の施設や
建築物・工作物の概要

アスベストの事前調査

結果をチェック

契約工期に基づく作

業工程期間の内、特

定建設作業・工事の

実施期間

（最高12ヵ月）

１日の

実働時間

発注者が公共

団体等の場合

は、担当課名

と担当者名を

記入

下請負人が工事

を請け負う場合の

み記入

現場責任者の

氏名と現場事

務所の電話番

号を記入



  特  定  建  設  作  業  ・
 工    事    の    種    類

特 定 建 設 作 業 ・ 工 事 に 使 用 さ れ る
機  械  の 名  称  、  型  式  及  び  仕  様

  く い打機  ・ く い抜機

  びょう打機

○   さ く 岩機  ××社製○○式ブレーカー　PU60H（0.35㎥）　1台

  空気圧縮機

  コンクリートプラント

  バックホウ

  トラクターショベル

  ブルドーザー

○   く い打機（ｱｰｽｵｰｶﾞｰ併用）  △△社製○式アースオーガ　D-50H　50kw　1台

○   掘削機械  ○○社製バックホウ　AB-200（0.5㎥）　1台

○   解体作業  ○○社製バックホウ　AB-200（0.5㎥）　1台

  インパクトレンチ

  もんけん

  コンクリートカッター

  てん圧機械

  コンクリートポンプ車

  クレーン

  発破作業

  く い打機  ・ く い抜機

  鋼球を使用する破壊

  舗装版破砕機

○   ブレーカー  ××社製○○式ブレーカー　PU60H（0.35㎥）　1台

 ・付近住民に対して工事内容等を説明し、住民の要望を十分に配慮した。

 ・使用する機械は、すべて防音・防振型とする。

 ・防音シートを取り付ける。

 ・エンジンの無駄な空ぶかしはしない。

 ・乱暴な操作は行わない。

※1　土地の形質変更（造成、解体整地、新築等に係る掘削及び盛土）を行う場合

※2　建築物等の解体、改造又は補修作業を行う場合

　　　綿分析結果の写し（石綿含有の有無が掲載されている箇所のみで可）を添付してください。

　　　定工作物解体等工事」に該当する場合、「特定粉じん排出等作業実施届出書」又は「特定工作物解体等工事実施届」の
　　  提出が必要になります。

　　・大気汚染防止法第18条の17に基づく「特定粉じん排出等作業」又は環境の保全と創造に関する条例第57条に基づく「特

　　・「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ」（事前調査結果、石綿除去作業方法等を記載した標識）及び建材中の石

騒  音
振　動

の
防　止
方　法

　　・ 面積が不明の場合は、発注者に確認してください。
　　　の提出が必要になります。
　　・ 3,000㎡以上の土地の形質変更の際は、土壌汚染対策法第4条に基づく「一定規模以上の土地の形質の変更届出書」

 土地の形質変更の面積 ：    3,000㎡以上、　   3,000㎡未満

 石綿の有無について事前調査の方法 ：    設計図書、  目視、  分析、  石綿含有みなし

別 紙

騒
音
規
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法

県
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例
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記入該当する種類に○を記入


